
              やまぶき 第７号 

 

 1 / 4 

 

 

第
７
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

五
月
二
一
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口
正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

東
秩
父
村
の
和
算
家
・
豊
田
喜
太
郎 

 

四
月
二
十
三
、
二
十
七
日
の
両
日
、
東
秩
父
村
を

訪
れ
、
豊
田
喜
太
郎
の
事
跡
（
事
績
）
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
報
告
で
す
。 

豊
田
喜
太
郎
（
天
保
十
二
年(

一
八
四
一)

～
明
治

三
十
七
年(

一
九
〇
四)

）
は
、
秩
父
郡
東
秩
父
村
安

戸
の
人
で
、
小
川
町
木
呂
子
の
松
本(

栗
島)

寅
右
衛

門
精
彌
に
数
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
松
本
の
師
は
関

流
の
有
力
和
算
家
・
市
川
行
英（
一
八
〇
五
～
五
四
）

で
す
。 

喜
太
郎
は
東
秩
父
村
御
堂
の
浄
蓮
寺
に
明
治
三
十

四
年
一
月
、
三
問
解
い
た
算
額
を
奉
納
し
て
い
ま
す

（
写
真
参
照
）。
地
租
改
正
の
測
量
等
に
は
活
躍
し
、

門
人
に
は
医
師
の
宮
崎
大
九
、
宮
崎
与
十
郎
、
松
沢

義
教
等
が
い
ま
す
。
ソ
ロ
バ
ン
で
倉
の
錠
を
開
け
る

と
か
、
馬
上
の
人
を
は
じ
き
落
と
し
た
と
い
う
逸
話

も
あ
り
ま
す
が
、
天
元
術
な
ど
を
用
い
た
こ
と
が
神

秘
的
能
力
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
逸
話
を
生
む
こ

と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
明
治
三
十
七
年
没
。

墓
は
安
戸
の
聖
岩
寺
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

得
應
量
仙
信
士 
 

明
治
三
十
七
年
九
月
十
九
日
死 

 
 
 
 

俗
名
豊
田
喜
太
郎 

享
年
六
十
三 

 
東
秩
父
村
は
秩
父
郡
で
は
あ
り
ま
す
が
、
秩
父
に

行
く
に
は
山
越
え
が
必
要
で
あ
り
、
地
理
的
に
は
小

川
町
に
隣
接
し
て
い
ま
す
の
で
、
小
川
な
ど
比
企
郡

と
の
結
び
つ
き
が
強
い
よ
う
で
す
。
松
本
寅
右
衛
門

に
学
ん
で
い
る
の
は
そ
の
好
例
と
思
わ
れ
ま
す
。 

【
算
書
】
現
在
残
っ
て
い
る
物
に
、『
算
法
新
書
』（
刊

本
、
千
葉
胤
秀
著
）・『
早
割
塵
劫
記
大
成
』（
明
治
十

七
年
）・『
算
法
書
』（
稿
本
、
明
治
八
年
八
月
日
、
十

九
丁
）
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
に
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。『
算
法
新
書
』
と
『
算
法
書
』
は
現
在
「
和
紙
の

里
・
伝
習
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
算
法
新
書
』
は
五
巻
の
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め

た
分
厚
い
も
の
で
、
表
紙
に
は
「
総
理
長
谷
川
善
左

衛
門
寛 

編
者
千
葉
雄
七
胤
秀 

算
法
新
書
」、裏
表

紙
に
は
「
大
河
原
邨
大
字
安
戸 

豊
田
喜
太
郎 

蔵

書
」
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
喜
太
郎
が
勉
強

し
た
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。 

一
方
、『
算
法
書
』
の
表
紙
に
は
、
副
題
と
し
て
「
鈎

股
弦 

錐
方
術 

天
元
術
」
と
あ
り
ま
す
。
計
十
七

の
問
題
が
あ
り
、
鈎
股
弦
に
つ
い
て
は
「
鈎
股
弦
整

数
術
」
と
し
て
、
直
角
三
角
形
の
各
辺
が
整
数
の
場

合
（
い
わ
ゆ
る
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
数
）
を
五
十
個
求
め
表

に
し
て
い
ま
す
。
但
し
一
つ
間
違
い
が
あ
る
よ
う
で

す
（（33,59,65

）
は
（33,56,65

）
が
正
し
い
）。

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
数
の
一
般
解
は
、 

の
式
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
式
に
よ
れ
ば
、

（8,6,10

）
や
（24,10,26

）
な
ど
が
表
に
は
な
い

算法新書 

豊田喜太郎の
墓 
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の
で
、
喜
太
郎
が
求
め
た
も
の
は
完
全
で
は
な
い
よ

う
で
す
。
ど
の
よ
う
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
求
め
た
か

不
明
で
す
が
、
何
か
の
算
書
を
参
考
に
し
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
円
周
率
（π

）・
円
積
率
（π

／

4
）・
立
円
積
率
（π

／
6
）・
方
斜
率
（ 

 

）
の

値
を
そ
れ
ぞ
れ
五
十
桁
近
く
の
精
度
で
示
し
て
い
ま

す
。
錐
方
術
で
は
四
角
錐
の
体
積
な
ど
を
求
め
る
問

題
、天
元
術
で
は
円
の
分
割
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
十
七
問
の
内
、
三
問
は
算
額
の
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

 

【
算
額
】
浄
蓮
寺
に
あ
る
算
額
は
保
存
状
態
が
良
く

文
字
は
明
瞭
で
す
。
問
題
は
三
問
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
題
意
は
何
れ
も
簡
単
な
も
の
で
す
が
、
実
際
に

解
く
と
そ
れ
ぞ
れ
三
次
式
、
四
次
式
、
五
次
式
と
な

り
ま
す
。
問
題
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。（
問
題
は

『
埼
玉
の
算
額
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
） 

 

 

一
問
目
は
、
図
の
よ
う
に
大
円
内
に
小
円
が
あ
る

と
き
、
小
円
径
の
平
方
根
と
大
円
径
の
立
方
根
の
和

が
四
寸
、
又
小
円
径
が
大
円
径
よ
り
四
寸
小
さ
い
時

に
、
大
円
径
及
び
小
円
径
は
幾
つ
か
。 

 
 

答
は
大
円
径
は
八
寸
、
小
円
径
は
四
寸
。 

二
問
目
は
、
図
の
よ
う
に
釣
股
弦
の
直
角
三
角
形

が
あ
る
と
き
、
弦
が
九
百
九
拾
七
寸
、
面
積
が
十
七

萬
二
千
零
五
拾
寸
の
時
、
釣
は
幾
つ
か
。 

 
 

答
は
釣
三
百
七
拾
二
寸
。 

 

三
問
目
は
図
の
よ
う
に
方
錐
の
体
積
が
三
十
二
寸
、

正
方
形
の
方
面(

辺)

の
平
方
根
と
高
さ
の
和
が
八
寸

で
あ
る
と
き
、
方
面
と
高
さ
は
幾
つ
か
。 

 
 

答
は
方
面
四
寸
、
高
さ
六
寸 

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

算
書
の
拝
見
で
は
豊
田
喜
太
郎
の
実
家
の
ご
主
人

様
、
東
秩
父
村
教
育
委
員
会
の
方
、
ま
た
算
額
の
拝

見
で
は
浄
蓮
寺
住
職
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

2
『算法書』の鈎股弦整数術
の表（↓は間違い個所） 

浄蓮寺の算額 
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「
世
明
寿
寺
の
算
額
」
の
人
名 

 

東
松
山
市
正
代
の
世
明
寿
寺
の
小

堤
幾
蔵
が
奉
納
し
た
算
額
の
人
名
は

今
ま
で
不
明
で
し
た
が
、
東
松
山
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
御
尽
力
に

よ
り
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

次
に
示
し
ま
す
。
宮
崎
隆
斉
の
名
前

も
見
え
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
左
は
算
額
の
全
体
構
成
図
（
概
略
）
） 

                 

[

門
人
・
世
話
人] 

早
俣
村 

千
代
田
石
良 

中
新
田
村
高
篠 

種
治 

早
俣
村 

橋
本 

喜
八 

田
木
村 

中
村
安
太
郎 

神
戸
村 

 

千
原
大
重
郎 

北
園
部
村 

岡
部 

快
恵 

大
塚
村 

 

砂
川
藤
五
郎 

早
俣
村 

 

千
代
田
勝
四
郎 

上
吉
田
村 

松
本 

嶺
助 

中
新
田
村 

高
篠 

太
郎 

早
俣
村 

 

林 

幸
治 

岩
殿
村 

 

神
能
玉
八(

？) 

高
坂
村 
 

杉
山 

徳
平 

正
代
村 

 

小
堤 

伊
重 

石
井
村 

 

神
山
佐
太
郎 

本
宿
村 

 

細
村 

貞
治 

古
凍
村 

 

須
長 

丑
松 

□
□
村 

 

内
野
清
治
郎 

□
□
村 

 

小
堤 

儀
重 

□
□
村 

 
岡
部 

熊
吉 

毛
塚
村 

 

新
井 
力
松 

□
□
村 

 

原
口 
亀
吉 

正
直
村 

 

野
澤
□
□
郎 

早
俣
村 

 

橋
本
為
三
郎 

坂
戸
村 

 

安
斉
貞
次
郎 

正
代
村 

 

小
林
久
五
郎 

本
宿
村 

 

細
村
弥
次
郎(

？) 

正
代
村 

 

鈴
木
□
□ 

中
新
田
村 

高
篠
啓
治
郎 

本
宿
村 

 

田
中
弥
太
郎 

上
新
田
村 

高
篠 

勇
吉 

上
吉
田
村 

内
田
忠
治
郎 

本
宿
村 

 

永
島
忠
五
郎 

□
□
村 

 

高
篠
太
重
郎 

□
□
村 
 

岡
村 

□
吉 

□
□
村 

 

細
村
□
之
吉 

神
戸
村 

 

稲
村
又
□
□ 

上
吉
田
村 

関
口 

亀
吉 

□
□
村 

 

吉
田 

円
造 

本
宿
村 

 

松
本
磯
九
郎 

園
部
村 

 

岡
部
保
之
助 

神
戸
村 

 

森 

宗
吉 

正
代
村 

 

大
久
保
勘
七 

本
宿
村 

 

松
本 

粂
吉(

？) 

正
代
村 

 

山
下
□
次
郎 

上
吉
田 

 

村
松
本 

金
蔵 

田
木
村 

 

金
子 

宗
八 

北
園
部
村 

岡
部
富
五
郎 

上
吉
田
村 

関
谷
鉄
五
郎 

同 
 
 
 

坂
西 

茂
八 

同 
 
 
 

柴
村
味
代
吉 

下
細
谷
村 

中
村 

重
造 

上
吉
田
村 

柴
村 

清
吉 

北
園
部
村 

岡
部
茂
重
郎 

田
木
村 

 

中
村 

清
八 

下
細
谷
村 

中
村
定
五
郎 

本
宿
村 

 

細
村 

弥
八 

中
新
田
村 

高
篠
つ
ね
女 

上
吉
田
村 

嶋
崎
は
つ
女 

石
井
村 

 

神
山
み
か
女 

世
話
人 

正
代
村 

 

山
下 

元
吉 

同 
 
 
 

松
本 

留
治 

同 
 
 
 

大
久
保
信
吉 

同 
 
 
 

福
嶋 

鶴
松 

 

   

[

客
席] 

教
員 

北
園
部
村 

岡
部 

雄
作 

宮
崎
隆
斉
先
生
門
人 

本
宿
村 

 

岡
田
軍
治
郎 

大
野
旭
山
先
生
門
人 

宮
鼻
村 

 

栗
原 

萬
次 

同 

同 
 
 
 

栗
原 

半
次 

小
新
井
村 

嶋
田 

直
衛 

宮
鼻
村 

 

澤
田 

留
次 

同 
 
 
 

澤
田 

政
次 

(

千
代
田
社
中) 

千
代
田
石
良 

社
中 

早
俣
村 

 

千
代
田
勇
七 

同 
 
 
 

長
嶋
定
五
郎 

同 
 
 
 

千
代
田
勇
吉 

同 
 
 
 

橋
本
勘
五
郎 

同 
 
 
 

高
橋
松
治
郎 

(

高
篠
社
中) 

高
篠
種
治 

社
中 

戸
守
村 

 

山
口 

豊
吉 

同 
 
 
 

利
根
川
藤
五
郎 

(

中
村
社
中) 

中
村
安
太
郎 

社
中 

田
木
村 

 

田
中 

清
八 

毛
塚
村 

 

金
子
富
士
太
郎 

厚
川
村 

 

梶
田
栄
三
郎 

(

橋
本
社
中) 

橋
本
喜
八 

社
中 

林 

亀
吉 

千
代
田
国
太
郎 

神
能
小
右
衛
門
之
門
人 

 
 
 

当
国
比
企
郡
正
代
村
之
住
小
堤
幾
蔵 

              
 

明
治
十
丁
丑
年
第
十
一
月 

  

本
文 

『
埼
玉
の
算
額
』 

1
4
2

頁
参
照 

社 

   

中 

   

門
人 

60
名 

 

客
席(

23
名) 
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【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

『
続
神
壁
算
法
』 

『
続
神
壁
算
法
』
は
『
神
壁
算
法
』
の
続
編
で
、

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
序
、
文
化
四
年
刊
。
寛
政

八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
文
化
三
年
ま
で
の
十
一
年

間
に
藤
田
貞
資
の
門
人
及
び
孫
弟
子
が
全
国
に
掲
げ

た
算
額
四
十
七
面
・
五
十
九
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

難
問
が
多
い
。 

本
書
は
六
・
十
六
・
十
五
丁
の
構
成
。
始
め
の
六

丁
に
は
源
誠
美
と
藤
田
嘉
言
の
二
つ
の
序
が
あ
り
ま

す
。
次
の
十
六
丁
は
本
文
で
最
初
に
「
続
神
壁
算
法

筑
州
久
留
米
藩
算
学
藤
田
権
平
貞
資
閲
、
男
藤
田
門

彌
嘉
言
編
、
早
川
嘉
三
高
寧
訂
」
と
あ
り
、
二
十
五

面
・
三
十
二
問
が
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
の
十

五
丁
は
十
四
丁
が
附
録
、
一
丁
が
早
川
高
寧
の
跋
文

で
す
。
附
録
に
は
二
十
二
面
・
二
十
七
問
が
集
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
文
の
出
題
者
は
貞
資
の
直
門
、
附

録
の
出
題
者
は
孫
弟
子
に
分
け
て
あ
る
よ
う
で
す
。 

上
州
群
馬
郡
の
石
田
玄
圭
、
忍
藩
の
中
泉
嘉
兵
衛

宗
興
、
神
谷
幸
吉
定
令
の
門
人
で
武
州
小
川
邑
小
林

清
左
衛
門
包
教
の
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

 

藤
田
嘉
言
の
序
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
（
島

野
達
雄
氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
得
た
も
の
で
す
）。

難
し
い
で
す
が
参
考
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

續
神
壁
算
法
序 

向
（
さ
き
）
に
著
す
と
こ
ろ
の
神
壁
算
法
は
、
広
く
海

内
（
か
い
だ
い
＝
国
内
）
の
術
を
集
め
、
多
く
衆
人
の
題

を
載
す
。
こ
こ
に
お
い
て
我
が
算
数
の
道
に
志
あ
る

者
、
行
々
（
こ
う
こ
う
＝
行
っ
た
り
戻
っ
た
り
）
の
疲
を
脱
（
ま

ぬ
が
）
れ
、
望

（々
ぼ
う
ぼ
う
＝
失
意
の
さ
ま
）
の
労
を
免
れ
、

風
水
波
涛
の
険
、
瘴
癘
（
し
ょ
う
れ
い
＝
熱
病
）
崔
嵬
（
さ

い
か
い
＝
山
の
頂
上
）
の
難
を
度
（
わ
た
＝
渡
）
ら
ず
。
而
し

て
邦
国
の
算
題
、
霊
鎮
の
数
術
、
皆
、
包
み
て
観
る

べ
し
。
唯
恨
む
ら
く
は
、
書
な
る
の
後
、
捧
掲
あ
る

も
の
は
、
備
え
ず
。
今
、
同
志
の
輩
と
又
、
こ
れ
を

集
録
し
、
詳
し
く
校
正
を
加
え
、
も
っ
て
前
志
を
継

ぎ
、
名
づ
け
て
曰
く
続
神
壁
算
法
と
。
大
な
る
か
な

造
化
（
＝
天
地
自
然
、
神
）
の
功
、
至
れ
る
か
な
長
霊
（
＝

霊
長
）
の
才
。
算
法
の
幽
思
（
ゆ
う
し
＝
深
い
思
い
）
極
ま

り
な
く
、
日
に
新
た
に
智
巧
の
、
奇
題
の
竭
（
つ
）
き

ず
、
月
進
し
て
な
ん
ぞ
こ
の
書
を
も
っ
て
し
て
こ
れ

を
画
す
べ
け
ん
や
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
当
時
（
＝

現
在
）
我
が
輩
の
掲
示
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
集
を
も

っ
て
こ
れ
を
尽
く
し
て
遺
漏
な
き
な
り
。
学
者
、
必

ず
行
々
の
思

い
を
起
こ
し
、

望
々
の
慮
（
お

も
）
い
を
発
す

る
こ
と
勿
（
な
）

し
。 文

化
丙
寅

正
月
既
望
（
き

ぼ
う
＝
十
六
日
）
、

藤
田
嘉
言
、
謹

し
ん
で
序
す
。 
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